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講義内容

山本　真也氏

(チンパンジー)

(ボノボ)

進化の隣人、チンパンジーとボノボ
　　　　　～人間性の起源を求めて～

SSHサイエンス先端講座２
（脳週間関連行事）

　　　　　　　　　　　　　　    （ボノボ）

□日時：2014年 2月1日（土）13：30～16：30

□場所：奈良女子大学附属中等教育学校　多目的ホール

□対象：中学生・高校生・保護者・教職員・一般の方

◆主催：奈良女子大学附属中等教育学校

◆共催：ＮＰＯ法人　脳の世紀推進会議

◆後援：奈良県教育委員会　奈良市教育委員会

講師と略歴

　　　　　　　　　　　　

     



奈良女子大学
附属中等教育学校

2012年度コアSSHに指定され、サイエンスキャンプSCoPEを実施！

SCoPE
(Science Communication 

Program for Every student)
　本校は、2010年度～2014年度の5

年間、文部科学省の第Ⅱ期スーパー
サイエンスハイスクール(SSH)とし
て、研究を進めています。さらに、
2010・2011年度に続いて3年連続で
コアSSHにも指定され、国際連携の
プログラム開発を行いました。
　その際の中心となったプログラム
が、2011年8月に本校において実施し
たサイエンスキャンプSCoPE(Science 

Communication Program for Every student)

です。SCoPEの目標は、次のように
設定しました。
1.科学的な諸問題解決のための問い
を立てる力、課題解決能力の育成

2.他者とのコミュニケーションを通
じて、文化的・社会的背景を踏ま
えた視点で議論できる力の育成

3.コミュニケーション能力の育成
4.数学が世界共通語であり、自然科
学が世界の共通認識であることを
実感させる

5.文化遺産見学を通じて、アジア各
国との交流について知り、古代の
人々の創造性について考えさせる

　右の日程にしたがって、5つの
ワークショップ数学・物理・化学・
生物・情報に分かれて、英語を共通
語として科学を楽しみました。
　生徒たちは英語で議論しながら
ワークショプで学び、最後にはポス
ター発表で成果を発信しました。

8月 活動

17日(金)
PM

関空到着、バスでホテルへ
学校へ、キャンパスツアー

夕 Opening Ceremony、Welcome party
AM アイスブレイキング(シティツアー)

18日(土)
昼食 文化交流

18日(土) PM 全体ワークショップ1、文化交流
夕 文化交流
AM ワークショップ

19日(日) PM ワークショップ
夕 自由
AM ワークショップ

20日(月) PM ワークショップ・ポスター作成
夕 全体ワークショップ2
AM ポスター作成

21日(火) PM ポスター作成、リハーサル
夕 各自(班ごと)で夕食
AM ポスターセッション

22日(水) PM 評価
夕 Farewell party

23日(木) AM 見送り

生徒男子 生徒女子 教員

奈良女子大学附属中等教育学校 12 25 21
奈良高校・青翔高校・一条高校 2 4

0
西大和学園・奈良学園・奈教大附中 4 3

0

台湾 1 7 2
韓国 7 5 3
シンガポール 4 11 3
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第II期SSHの概要

　第I期SSHの成果を受けて、本校は2010年度から5年間の新たなSSHの指定
を受けています。第II期SSHの研究開発課題は、次の通りです。

中等教育6年間において、自然科学リテラシーを基盤とするリベラルアー

ツの育成のためのカリキュラム開発と、高大接続のあり方についての研究

開発

　第Ⅱ期SSHでは、次の5つの研究の柱をもとに、研究を進めています。
1　自然科学リテラシー(数学的リテラシー、科学的リテラシー)の育成
2　リベラルアーツの育成
3　サイエンス研究会の活動
4　国際交流
5　大学・研究所との連携・高大接続

21世紀のリベラルアーツ育成

　第Ⅱ期SSHにおけるメインテーマである「リベラルアーツ」は、「広く・
浅い教養」とは別個のものであり、 本校SSHの考える 概念を図で表すと、
次のようになります。

　中等教育におけるリベラルアーツ育成の具体化として、次の2つの方向から
研究を行っています。
[1]　通常授業におけるリベラルアーツの育成
　各教科の普段の授業における、リベラルアーツの育成を目指す教材の開
発や授業方法の研究

[2]　学校設定科目「コロキウム」におけるリベラルアーツの育成
　少人数のゼミ形式で、講義や実験、実習、フィールドワーク等を行い、
学問の根底にある精神を学ぶ講座「コロキウム」の研究開発

目標：シティズンシップの育成　－ 知識から智へ －目標：シティズンシ プの育成 知識から智へ

奈良女子大学附属中等教育学校　21世紀のリベラルアーツ

人文社会科学リテラシー

生活科学リテラシー

自然科学リテラシー

＜学問智＞
基盤となる
教科の力の育成

＜実践智＞
コミュニケートし
協働する力の育成

＜技法智＞
教科の枠を超えて
リテラシーの育成

国語科

創作科

数学科 理科

保体科 理科

社会科 英語科 総合学習

探究・奈良Ⅰ
探究・奈良Ⅱ
探究・世界Ⅰ
探究・世界Ⅱ
テーマ研究

特別活動

HR
道徳

体育大会
クラブ活動
学園祭
国際交流

コロキウム：「観」の育成

大学へ接続大学へ接続大学へ接続大学へ接続学へ学へ学

科学論の展開

数学と “私” 電気と人間 メディア論

「身体観」を
磨こう

風景原画で
探る奈良公園の
過去と未来

なぜ人は心を
動かされるのか

人生設計学

研究成果の発信
第II期SSHの研究成果を、数
学科と理科のブックレット
として発刊しました。

＜2012年度の発刊＞

■探究数学
　－数学の面白さを究める－
■数理科学
　－数学は科学の言葉－
■物理のとびら
　－とびらを開けて自然を見つめよう－

コロキウム
5年(高校2年)の必履修の学
校設定科目 (2単位) として
2012年度より開講した。

＜2013年度の開講講座＞

■科学を通した人間理解
■数学と“私”
■電気と人間 
−「はかる」から「わかる」へ −

■健康に生きる
 −生命とは何だろう−

■地域と人間
■メディア表現
■グローバル社会を生きる
■人生幸福論
−しあわせって何だろう−



2012年度　サイエンス研究会の活動
　2012年5月12日(土)に、本校の多目的ホールにて「サイエンス研究会　校内
研究発表会」を実施し、6年生(高校3年)の数学班の「ピタゴラス三角形の辺
の長さに関する近似式」が最優秀研究発表として選ばれました。これを受け
て数学班は、8月8日、9日に横浜で開催された「SSH全国生徒研究発表会」
において、本校の代表としてポスター発表を行いました。オリジナルな内容
を含む高度な発表であり、 iPadを活用するなどの工夫も見られましたが、数
学の内容を聴衆に伝え、理解してもらう難しさを改めて認識する残念な結果
となりました。
　この数学班の研究内容は、大阪府立大手前高等学校主催の数学フェスティ
バル「マス・フェスタ」において最優秀賞を受賞し、JSECの佳作にも入賞し
ました。そして、大学受験を控えた6年生であることを物ともせず、秋の数学
甲子園2012に挑戦し、地方予選を突破して全国の本選に進出しました。
　他にも、前期課程生(中学生)物理班の研究が、日本学生科学賞に入選する
など、サイエンス研究会の生徒たちは今年度も大いに活躍しました。生徒の
自主的な研究を尊重し、その中で教員がときには壁となって厳しく指導する
ことが、このような成果を生み出しているものと考えています。

サイエンス研究会
主な実績
●「日本物理学会第9回Jr.セッション」

　奨励賞(13/03/27)

● 「テクノ愛2012」奨励賞(12/09)

● 「日本学生科学賞」中学の部
　入選2等(12/10)

● 「日本学生科学賞」中学の部
　入選3等 (12/10)

● 「マス・フェスタ」
　最優秀賞(12/08/25)

● 「数学甲子園2012」 

　地方予選突破(12/09/16)

● 「JSEC2012 」 佳作 (12/12/15)

●「第 55 回日本学生科学賞」
　入選 2 等(11/11/13) 

●「ISEF(International Science & 

Engineering Fair)2010」
　グランドアワード 3 位
　アジレント・テクノロジー賞
　全米知的財産協会賞(10/05/09−14)

●「第53回日本学生科学賞」中学校の部
　文部科学大臣賞・個人(09/12/24)

●「第53回日本学生科学賞」
　入選2等(09/12/24)

●「JSEC2009」
　科学技術政策担当大臣賞(09/12/12)

●「JSEC2009」
　審査委員奨励賞(09/12/12)

●「テクノ愛’09」
　準グランプリ(09/11/23)

●「全国SSH生徒研究発表会」
　ポスター発表賞(09/08/06－07)

●「JSEC2008」
　科学技術振興機構賞(08/12/06)

●「全国SSH生徒研究発表会」

　ポスターセッション賞(08/08/08)

●「第47回日本生体医工学会大会

　　　　　高校生科学コンテスト」

　優秀賞(08/05/09)

●「第51回日本学生科学賞(ICT)」

　科学技術政策担当大臣賞(07/12/25)

●「JSEC2007」

　JFEスチール賞(07/12/02)

●「全国SSH生徒研究発表会」

　文部科学大臣奨励賞(07/08/03)

●「日本物理学会第3回Jr.セッション」

　最優秀賞(07/03/27)

●「物理チャレンジ2006」

　銀賞・優良賞(06/07/30－08/02)

2011年度　シンガポール教員研修
　2012年3月24日(土)～29日(木)に、本校教員5名と奈良県立奈良高等学校・
青翔高等学校、奈良市立一条高等学校の3名、合計8名の教員が、シンガポー
ルにおける教員研修に参加しました。NUS High schoolをはじめとする4校の
学校を訪問して授業観察や研究討議を行い、Singapore Science Centreを含む5

つの施設を見学し、研修を深めました。
　シンガポールは、TIMSS(国際数学理科教育調査)で2003年と2007年は数学
と理科の両方で世界トップであり、これを実現したシンガポールの教育制度
や教育現場を視察し、本校の理数カリキュラム研究の一助とすることが目的
でした。多くの授業を観察した上で、シンガポールの先生方と議論できたこ
とにより、その目的はほぼ達成できたと考えます。また、今回の研修には、
本校以外の3校の先生方にも参加していただきました。他国の先生方とはも
ちろん、国内の先生方とも研究交流をもち、本校のSSH研究への示唆を得る
とともに、SSH研究成果の普及にも貢献できたと自負しています。
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新たなサイエンスキャンプScAN
　本校は、これまで2010年度～2012年度の3年間、
コアSSHに指定されて海外連携の研究に取り組ん
できました。そして、コアSSHに代わって創設さ
れた人材育成重点枠の2013年度・2014年度のプロ
グラムとして、本校の計画が採択されました。
　この計画においては、本校がこれまで実践して
きたサイエンスキャンプSCoPEを継承・発展させ
た新たなサイエンスキャンプとしてScAN(Science 

Akademeia of NWUSS)を実施します。ScANは、本
校以外では韓国・台湾・シンガポール、日本の他

校の中学生・高校生が、1週間にわたって同じ宿舎
に泊まりながら、ワークショップやポスター発表
に取り組むプログラムです。今年度は8/17(土)～
23(金)に開催し、生徒約80名、教員約20名が参加
する予定です。
　サイエンスキャンプScANは、国際連携としての
水平展開に加えて、新たな視点として高大接続(垂
直展開)を取り入れます。生徒が科学を楽しみ、探
究する姿から、将来伸びていく人材を発見するた
めの評価方法の研究を、2年間かけて実践していく
予定です。

2013年度 人材育成重点枠(海外連携)に指定される！
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